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押し寄せるクラウド・コンピューティングの波 



 
うねりを挙げて押し寄せている 
クラウド・コンピューティングの波 
 
　調査会社やアナリスト機関が、クラウド・コンピュー

ティング市場の成長予測を発表しています。調

査会社米国IDCは、2008年10月、IT部門の管

理職やCIO、その他のビジネス・リーダーを対象

に実施した調査結果を発表。それによると、企業

のクラウド・サービスへの支出が2012年までに

現在の3倍の420億ドルに達するという見通しに

なったそうです。また同じく調査会社である米国ガー

トナーの2009年3月の調査でも、世界のクラウド・

サービスの売上高が2009年に563億ドルを超え、

以後も急成長を続けて2013年には1,500億ド

ル超に達するとレポートしています(IDC調査、ガー

トナー調査ともに出典:COMPUTERWORLD.jp)。 

　大きく新しい潮流が、うねりを挙げて私たちの

足元に押し寄せていることはもはや疑いのない

事実のようです。 

 

 

 

 

 

あらためて 
クラウド・コンピューティングとは何か 
 

　クラウド・コンピューティングとは一体なんでしょ

うか。クラウドとは英語で雲を意味しています。

従来より、システム構成図を描くとき、Loca l  

Area Networkを超えてネットワークが広がると

きに、それを雲のマークで表現する習慣がありま

した。インターネットの商用サービスのスタート以

降は、その雲のマークがインターネットそのもの

を指し示すことも多くなっていきました。つまり、

クラウド・コンピューティングとは、このインターネッ

トを主要舞台としたコンピューティングということ

なのです。今までコンピュータシステムを利用す

るユーザーにとって、マシンは自分たちのそばに

おいて自分たちが管理しながら使うものとなって

いましたが、クラウド・コンピューティングでは、マ

シンをそっくりネットワークの向こう側に押しやって、

ネットワークを介してサービスとして利用すること

が可能になります。コンピュータシステムを購入

するコストも、それを置くスペースも、それを管理

する手間もなくなり、使用した分だけの利用料

だけを払えばいいというのですから、大きな注目 

今、ITの世界で、大きな関心が集まっているクラウド・コンピューティング。少し
大きな書店のコンピュータ書コーナーに行くと、1つの棚がそっくりクラウド・コン
ピューティング関連の書籍で埋まっていたり、一角に単独の平積み台が設けら
れていたりします。これは一体何なのでしょうか。そして、私たちのIT利用にどの
ようなインパクトを与えるのでしょうか。今回の「ICT NOW」は、今や世界的
話題といえる「クラウド・コンピューティング」を取り上げます。 

■巻頭特集　ICT NOW
これからのITは、すべて“サービス”の時代へ？ 
押し寄せるクラウド・コンピューティングの波 

■Engineer Interview
SaaSサービス「MKI CRE Suite」を支える精鋭たち 

キーマンが語る、MKIの進む道 
■Grand Design

■MKI Solutions

■MKI Info

巻
頭
特
集 

これからのITは、 
すべて“サービス”の時代へ？ 
押し寄せる 
クラウド・コンピューティングの波 
 

本誌に記載の内容は作成日現在のものであり、時間の経過または様々な後発事象によって変更される可能性がありますことをご了承ください。 
 

Vol.2　2009 

お問い合わせ先 
 

経営企画部　コーポレート・マーケティング室 
E-mail ： press@ml.mki.co.jp　TEL ： 03-6376-1008

これからのITは、 
すべて“サービス”の時代へ？ 
押し寄せる 
クラウド・コンピューティングの波 
 

��

��

�



これからのITは、すべて“サービス”の時代へ？押し寄せるクラウド・コンピューティングの波 
 

を集めるのも無理はありません。 

　さらにクラウド・コンピューティングにとって大

きな追い風となっているのが、2008年後半以降、

世界中が直面することになった経済危機です。

収益が大きく減少した企業はあらゆる分野の予

算を縮小、それはITにおいても例外ではなく、設

備投資としてのIT導入を見合わせる動きが進

みました。しかし、業務を推進する上で定着した

IT利用そのものは、もはやストップすることはで

きません。そうした中でサービスとして利用可能

なクラウド・コンピューティングが、ますます魅力

的なものになっているのです。 

 
SaaSの上位概念として 
位置づけられる 
温故知新のシステム手法 
　 

　「InsideCube」では、以前の巻頭特集でも

SaaS(Software as a Service)を取り上げた

ことがあります。そこではSaaSを“サービスとし

てのソフトウェア”と説明しました。対して、ネッ

トワークを介してシステムを利用するとするクラ

ウド・コンピューティング。この両者の関係を一

言で説明するなら、クラウド・コンピューティング

はSaaSの上位概念であるということができます。

SaaSは主にソフトウェアの利用に焦点を置い

ていますが、クラウド・コンピューティングは、ネッ

トワークごしにアプリケーション実行を支援する

ミドルウェア・プラットフォームを提供する

PaaS(Platform as a Service)、ネットワーク

ごしにハードウェアやインフラを提供する

HaaS (Hardware as a Service)、IaaS 

(Infrastructure as a Service)なども包含してい

ます。さまざまな“aaS”が考えられるために、

XaaSと総称されることもあります。 

　そういう意味では、クラウド・コンピューティン

グの概念そのものはまったく新しいものというわ

けではなく、古くはメインフレームが全盛期であっ

た時代に、不特定多数のユーザー向けに複数

の端末を接続して利用することができた

TSS(Time Sharing System)なども、“クラウ

ド”ではないものの、サービスとしてのシステム、サー

ビスとしてのソフトウェアを実現していたといえま

した。 

 

クラウド・コンピューティングを 
実現する技術 
 

　とはいえ、今日のサービスとしてのシステムは、

さすがに実現技術がメインフレーム時代とはまっ

たく異なっています。ここでは、その主なものをざっ

と挙げてみましょう。 

 

１、標準化されたインターネット・テクノロジー

　ユーザーがサービスを利用するためのインタ

フェース部分は、大半の場合、標準化されたイ

ンターネット・テクノロジーが用いられます。つまり、

ユーザーはWebブラウザを介してサービスにア

クセスすることになりますが、これはユーザー側

にあらかじめインストールしておくソフトウェアモ

ジュールを必要としないという点で、ユーザーを

サポートする企業の情報システム部門、またサー

ビス事業者の管理・運用負荷を大きく軽減でき

ます。ただ、課題もあって、現状のWebブラウザ

のみではアプリケーションの表現力や操作性に

限界があり、ユーザーの利用満足度が得にくい

ものとなっています。サービス事業者にとっては

高い工夫が求められるポイントです。 

 

２、仮想化技術 

　バックエンド側における主要な実現技術とし

ては、仮想化技術があります。これはユーザー

数や処理量の増減にフレキシブルに対応してユー

ザーの利用満足度を満たし、サービス事業者が

利用量ベースの収益を確保するためにも、欠く

ことのできないテクノロジーです。仮想化技術と

は、具体的にはコンピュータ・リソースの物理的

特性を、ユーザーやアプリケーション、OSなどか

ら隠蔽する方法です。物理的には1台のコンピュー

タシステムであるにも関わらず、それを複数の物

理リソースに見せかけたり、その逆に、実際には

分散した物理リソースでありながら、1台の物理

リソースに見せかけたりといったことができます。

さらには、1台のコンピュータシステムをまったく

別の特性を持つコンピュータシステムであるよう

にふるまわせることも可能です。この技術を活

用することによって、従来は実現するシステムご

とに考えなければならなかったインフラ設計や運

用を簡素化させたり、ITリソースの活用効率向

上や無駄のないライフサイクル管理を行ったり

といったことが可能になります。具体的な仮想

化層は、サーバ・レベル、システム・レベル、アプ

リケーション・レベルなどさまざまあり、これを提

供する事業者の仮想化戦略によって異なります。 

 

３、グリッド・コンピューティング 

　分散したコンピュータシステムを統合的に利

用する技術としては、グリッド・コンピューティング

という手法もあります。これは、分散の形態がイ

ンターネットのように広がったネットワークを超え

たとしても一つのコンピュータ・リソースとして結

びつけることができ、ひとつの大きなシステムと

してサービスを提供できるというものです。これ

までは、膨大な計算処理を安価に行ったり、デー

タの保存・利用のために活用されてきましたが、

クラウド・コンピューティングを実現する手法とし

ても大きな期待が持たれています。 

　 

発展途上の概念ゆえに 
現状は課題も存在 
 

　しかし、このクラウド・コンピューティングにも

課題がまったくないというわけではありません。

企業で利用するコンピュータシステムとなれば、

機密性の高いデータを預ける場面も出てくるこ

とから、セキュリティに関しては従来の企業情報

システム以上に気を遣う必要があります。アク

セスポイントが公になれば外部からの攻撃を受

けやすくなることは確かです。そのため、一部の

市場予測では、クラウド・コンピューティングを、

広く一般向けに提供する“パブリック・クラウド”

と、ファイアウォール内などで閉じて利用する“プ

ライベート・クラウド”に分類し、企業利用として

は“プライベート・クラウド”の形態で発展する

だろうとしています。 

　また、自前で保有・運用するのに比べると、ク

ラウド・コンピューティングは内部の仕組みがブラッ

クボックスになりやすく、もし万が一何らかの障

害が発生してサービスが利用できない事態にな

れば、企業活動そのものが停止してしまうという

懸念があります。それは中身について管理・運

用しなくてもいいという利点とトレードオフの関

係にあります。 

　いずれにせよ、サービス事業者を選定する場

合には、品質の高いインフラストラクチャを備え

ているか、セキュリティ対策は万全か、誠意をもっ

てサービスの機能拡張に努めているか、

SLA(Service Level Agreement)を積極的に

示す姿勢はあるかなどといったシビアな視点を持っ

てじっくり検討することが重要です。 

 

本格的な発展はまさに 
これから 
 

　現在、米国ではクラウド・コンピューティングの

中心的なプレーヤーとして、アマゾンやグーグル

の名前がよく挙がります。アマゾンが提供して

いるのは、計算サービスである「エラスティック･

コンピュートクラウドEC2(Elastic Compute 

Cloud)」や同社のサイト内にテナントを構える

ことができる「アマゾン・ウェブサービス

AWS(Amazon Web Services)」。一方、グー

グルは「Google App Engine」として、開発者

がWebアプリケーションを構築できるインフラを

提供し始めています。 

　とはいうものの、クラウド・コンピューティング

の本格的な発展はまさにこれからというところ。

日本においても、ここ1、2年で一気呵成にさま

ざまなサービスが展開されていくものと思われます。 

（単位：億円） 
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